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真
の
「
生
き
る
力
」

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所
　
長
　

相
　
澤
　
政
　
義

毎
年
１
年
生
を
対
象
に
行
う
「
交
通
安
全
青
空
教
室
」。

室
内
で
の
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
お
話
を
聞
き
終

え
、
い
よ
い
よ
歩
道
の
正
し
い
歩
き
方
や
横
断
時
の
心

得
に
つ
い
て
校
地
周
辺
で
の
確
認
に
出
発
し
ま
す
。

（
旭
川
市
立
高
台
小
学
校
）

４
月
４
日　

新
任
所
員
就
任

４
月
13
日　

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

　
　
　
　
　

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月
22
日　

講
座
受
講
申
込
一
次
締
切

４
月
26
日　

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
委
員
会
議

５
月
16
日　

研
修
講
座
開
始
（
学
校
経
営
Ⅰ
）

６
月
３
日　

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
始
（
表
計
算
）

７
月
１
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
108
号
発
行

　
　

※
毎
週
火
曜
日　

定
例
研
究
室
会
議

学
校
の
周
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
と
花
壇
に
た
く
さ
ん
の
花

を
飾
っ
て
い
ま
す
。
全
道
の
「
花
い
っ
ぱ
い
」
コ
ン
ク
ー

ル
に
も
応
募
し
て
い
ま
す
。

（
中
富
良
野
町
立
中
富
良
野
中
学
校
）

　

三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発
生

し
た
未
曾
有
の
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
大
津

波
。
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
映
像
に
、
自
分
の
目

を
疑
い
、
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
か
月
以
上
の
時
間
が

経
ち
、
復
旧･

復
興
へ
の
前
向
き
な
姿
が
、
少

し
ず
つ
見
え
始
め
て
き
た
。

い
ま　

生
き
て　

い
る
こ
と

　

一
生
懸
命　

生
き
る
こ
と

な
ん
て　

な
ん
て　

す
ば
ら
し
い

あ
す
と
い
う
日
が　

あ
る
か
ぎ
り

し
あ
わ
せ
を
信
じ
て

あ
す
と
い
う
日
が　

あ
る
か
ぎ
り

し
あ
わ
せ
を
信
じ
て

　

こ
れ
は
、
震
災
後
の
三
月
十
九
日
、
仙
台
市

立
八
軒
中
学
校
吹
奏
楽･

合
唱
部
の
生
徒
達
が

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
体
育
館
に
お
い
て
、
被

災
さ
れ
た
方
々
を
招
待
し
て
開
か
れ
た
コ
ン

サ
ー
ト
の
中
で
歌
っ
た｢

あ
す
と
い
う
日
が｣

と
い
う
曲
の
一
節
で
あ
る
。
家
族
、
友
人
を
失

い
、
家
を
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
多
く
の
被
災
者

や
大
変
な
状
況
に
い
る
多
く
の
方
々
に
未
来
へ

の
希
望
と
新
た
な
光
を
見
い
だ
す
勇
気
を
与
え

る
子
ど
も
達
の
豊
か
な
心
の
合
唱
で
あ
る
。

　

こ
の
四
月
か
ら
小
学
校
で
は
、
新
し
い
学
習

指
導
要
領
の
下
で
、
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
確
か
に
、こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
と
っ
て
必
要
と
な
る

も
の
は
、｢

生
き
る
力｣

で
あ
る
。
そ
れ
を
支

え
る
の
は
、
知
識
や
技
能
を
活
用
し
て
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力･

判
断
力･

表
現
力
等
を
育
成
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

各
学
校
に
お
い
て
、そ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

｢

確
か
な
学
力｣

の
定
着
に
向
け
た
教
育
を
推

進
し
て
い
る
と
思
う
が
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
、

他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心

や
感
動
す
る
心
な
ど
「
豊
か
な
心
」
の
育
成
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
被
災
地
か
ら
は
、
小
学
生

が｢

肩
も
み
隊
」
と
し
て
お
年
寄
り
の
心
を
癒

し
た
り
、
中
学
生
が
復
興
の
た
め
の
植
樹
を
し

た
り
、
高
校
生
が
公
園
の
汚
泥
除
去
を
し
た
り

す
る
な
ど
、
自
分
達
に
で
き
る
活
動
を
通
し
て

社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
姿
が
報
道
さ
れ
、

多
く
の
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
被
災
地
域
の
子
ど
も
達
、
学
校
、

教
職
員
が
困
難
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
姿
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
上
川･

旭
川
の
子
ど
も

達
が｢
確
か
な
学
力｣

と｢

豊
か
な
心｣

を
兼

ね
備
え
た
真
の｢

生
き
る
力｣

を
身
に
付
け
る

た
め
、
教
師
と
し
て
、
人
間
と
し
て
、
研
鑽
に

励
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
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委
嘱
状
交
付
式
、

講
座
内
容
研
究
協
議
会

研
修
講
座
寸
描 

　

「
試
そ
う
上
川
の
力
で
、
創
ろ
う
上
川
の
力

で
、
生
か
そ
う
上
川
の
力
を
」
を
合
い
言
葉

に
、
今
年
度
の
研
修
講
座
の
取
組
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

四
月
十
三
日
午
後
、
二
階
講
堂
に
講
座
を
担

当
す
る
講
師
が
集
ま
り
、
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
三
十
四
講
座
、

八
十
六
名
の
教
職
員
が
講
師
に
委
嘱
さ
れ
、
上

川
教
育
局
、
旭
川
市
教
育
委
員
会
の
方
々
が
見

守
る
中
、
代
表
と
し
て
宮
下　

敏　

富
良
野
小

学
校
長
が
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合　

教

育
委
員
会　

小
池
語
朗
教
育
長
よ
り
委
嘱
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
座
ご
と
に
分
か
れ
、
内
容
や
日

程
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
第
十
三
次
三
か
年
計
画
の
最
終

年
次
に
あ
た
り
、
二
年
次
ま
で
の
流
れ
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、「
確
か
な
学
力
」
と
「
豊
か

な
心
」
の
育
成
に
向
け
た
教
育
の
充
実
、
そ
し

て
、
上
川
管
内
教
職
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め

講
座
内
容
が
吟
味
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
職
員
の
役
割
、
職
務
の
明
示
と
事
務
の

評
価
、
手
当
認
定
事
務
等
に
つ
い
て
の
三
つ
の

講
座
、
実
践
に
か
か
わ
る
提
言
を
受
け
て
の
各

市
町
村
の
実
態
を
踏
ま
え
た
研
究
協
議
等
、
学

校
事
務
に
お
け
る
今
日
的
課
題
を
解
決
し
て
い

く
上
で
大
変
有
意
義
な
二
日
間
の
研
修
で
し

た
。

（
南
富
良
野
町
立
南
富
良
野
中
学
校髙

橋　

秀
人
）

教職員事務センター佐藤講師によ
る講義「手当認定事務等について」

２つの分散会に分かれ，提言
をもとに行われた研究協議

菅沼上川教育局長ご挨拶

２日目午後分科会の様子

講
座
の
様
子
か
ら

　

中
央
総
合
会
計
事
務
所　

井
内
代
表
に
よ
る

講
話
で
は
、
与
え
ら
れ
た
環
境
を
ど
う
活
か
す

か
が
経
営
者
の
力
で
あ
る
と
い
う
言
葉
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
教
育
課
程
の
適
切
な
編
成
、

教
職
員
の
服
務
、
危
機
管
理
等
、
実
践
的
で
有

意
義
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
旭
川
市
立
神
居
東
中
学
校　

岩
田　

俊
二
）

１　学校経営Ⅰ　５/16・17

２　学校事務実務　５/18・19
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こ
の
研
修
に
参
加
し
、
以
下
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
子
ど
も
の
成
長

を
の
ぞ
む
の
に
大
切
な
こ
と
は
、
よ
く

観
察
す
る
こ
と
、
背
景
を
探
る
こ
と
、

成
功
体
験
を
与
え
る
こ
と
、
段
階
を

踏
ん
だ
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
を
実
践
で

き
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。

（
名
寄
市
立
名
寄
南
小
学
校

　

星
野
亜
由
美
）

　

講
師
の
方
の
実
体
験
に
基
づ
く
説
得
力
の
あ

る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
家
族
関
係
や
環
境
問
題
と
い
っ
た

身
近
な
問
題
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
、

授
業
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
明
星
中
学
校　

村
田　

敏
幸
）

　

教
頭
と
し
て
の
使
命
感
、
人
間
性
、

指
導
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
何
か
、
焦
点
化
さ
れ
た
講
義
内
容

で
し
た
。
学
校
教
育
目
標
の
具
現
化
に

向
け
、
自
己
の
職
責
を
熱
意
と
誠
意
を

も
っ
て
果
た
す
こ
と
を
再
確
認
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
東
神
楽
町
立
忠
栄
小
学
校

　

山
川
美
千
代
）

　

子
供
の
抱
え
る
困
難
や
問
題
の
背
景

を
多
面
的
に
と
ら
え
、
そ
の
子
に
応
じ

た
働
き
か
け
や
環
境
、
授
業
ス
タ
イ
ル
、

集
団
作
り
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し

た
。
午
後
の
提
案
授
業
で
は
、
困
り
感

を
も
つ
子
供
に
担
任
、
そ
し
て
学
級
集

団
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
べ
き
か
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
神
楽
岡
小
学
校児

玉　

郁
子
）

道特別支援教育センター
奥田講師による講義

子供の抱える困難さの背景のと
らえ方，かかわり方について多
くの実践が紹介されました。

飼育員の手作りによる道具を紹介す
る佐賀講師

月居上川教育局次長ご挨拶

研究協議「子供の抱える困
難や問題」その背景は？

細かな指示に重点を置き，子供に寄
り添った指導を心がけた研究授業

２日目午後に行われた分科会

屋内飼育舎の様子を見て動物か
らのメッセージを読みとる

４　動物たちと行動展示　５/25

３　特別支援教育①　５/18

５　学校経営Ⅱ　５/25・26

６　保健安全指導　６/１
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平成23年度「研究協力校の紹介」

旭
川
市
立
知
新
小
学
校

（
研
究
主
題
）

『
自
ら
学
び
、
考
え
、

高
め
合
う
子
ど
も
の
育
成
』

一　

研
究
の
重
点

　

ね
ら
い
を
明
確
に
し
た
指
導
計
画

の
作
成
や
個
に
応
じ
た
指
導
・
評
価

の
あ
り
方
等
を
通
常
の
学
級
と
特
別

支
援
学
級
に
お
け
る
授
業
を
通
し
て

検
証
し
、
目
指
す
子
ど
も
像
の
実
現

を
図
る
。

二　

研
究
の
内
容

○�

言
語
活
動
を
適
切
に
位
置
付
け
た

指
導
計
画
の
作
成

○�

音
読
や
文
章
解
釈
の
力
を
育
成
す

る
指
導
の
工
夫

○�

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
個
に
応

じ
た
指
導
と
評
価
の
工
夫

三　

研
究
計
画

４
～
６
月　

研
究
内
容
の
共
通
理
解

７
月　
　
　

実
践
研
究
発
表
会

８
～
10
月　

研
究
授
業
の
構
想

　
　
　
　
　

（
各
ブ
ロ
ッ
ク
）

11
月　
　
　

研
究
授
業
週
間
①

２
月　
　
　

研
究
授
業
週
間
②

３
月　
　
　

研
究
の
ま
と
め

旭
川
市
立
正
和
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
意
欲
的
に
学
び
、

追
究
し
合
う
子
ど
も
の
育
成
」

～
算
数
科
に
お
け
る
活
用
型
学
力
を

は
ぐ
く
む
授
業
の
創
造
～

一　

研
究
の
重
点

　

算
数
科
に
お
け
る
既
習
の
知
識
・

技
能
や
考
え
方
を
活
用
し
、
新
た
な

問
題
や
児
童
の
実
生
活
に
か
か
わ
る

問
題
に
つ
い
て
解
決
し
て
い
く
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
三

つ
の
視
点
に
絞
り
、
研
究
を
進
め
て

い
く
。

二　

研
究
の
内
容

○
課
題
提
示
の
工
夫

○
交
流
場
面
の
工
夫

○
振
り
返
り
の
工
夫

三　

研
究
の
計
画

　

４
～
６
月　

研
究
の
構
想

　
　
　
　
　
　

理
論
の
研
究

　

７
月　
　
　

校
内
授
業
研
究
①

　
　
　
　
　
　

（
ブ
ロ
ッ
ク
研
）

　

８
～
10
月　

校
内
授
業
研
究
②

　
　
　
　
　
　

（
ブ
ロ
ッ
ク
研
）

　

11
月　
　
　

校
内
授
業
研
究

　
　
　
　
　
　

（
全
校
研
）　

　

12
～
３
月　

研
究
の
ま
と
め

������������

次
年
度
に
向
け
て

旭
川
市
立
緑
が
丘
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
主
体
的
に
学
び
互
い
に
高
め
合
う

子
ど
も
の
育
成
」　

～
豊
か
に
自
己
表
現
し
学
び
を

深
め
る
授
業
づ
く
り
～

一　

研
究
の
重
点

　

表
現
活
動
や
言
語
活
動
を
通
し

て
、
自
己
の
考
え
を
生
き
生
き
と
表

現
す
る
こ
と
を
基
盤
と
し
、「
学
び

合
い
」
を
指
導
過
程
に
効
果
的
に
位

置
づ
け
、
自
己
の
考
え
を
深
め
る
と

共
に
、
課
題
解
決
の
力
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
指
す
。

二　

研
究
の
内
容

○
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
の
明
確
化

○
学
び
合
い
の
工
夫

　

・
表
現
活
動
や
言
語
活
動
の
吟
味

　

・
学
び
合
う
手
立
て

○　

評
価
活
動
の
工
夫

三　

研
究
計
画

４
・
５
月　

�

研
究
の
構
想
・
理
論

研
究

６
・
７
月　

授
業
の
具
体
的
構
想

８
～
12
月　

授
業
研
究

１
～
３
月　

研
究
の
ま
と
め

　
　
　
　
　

次
年
度
の
方
向
性

当
麻
町
立
当
麻
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
伝
え
、
高
め
合
う
授
業
づ
く
り
」

～
生
活
科
・
理
科
で
の
言
語
活
動
の

充
実
を
基
盤
と
し
て
～

一　

研
究
の
重
点

　

言
語
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
指
導
法
の
改
善
を
図
り
、
子
供
一

人
一
人
が
主
体
的
に
考
え
、表
現
し
、

交
流
し
合
え
る
授
業
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
。

二　

研
究
の
内
容

○�

事
象
と
の
出
会
い
、
根
拠
あ
る
予

想
や
仮
説
作
り
の
工
夫

○�

活
動
を
振
り
返
る
場
、
予
想
や
仮

説
に
振
り
返
ら
せ
る
場
の
工
夫

○�

気
付
き
を
比
較
す
る
場
、
交
流
の

場
の
工
夫

三　

研
究
計
画

４
～
７
月　

�

理
論
研
修
と
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
指
導
案
検

討
、
授
業
公
開

８
～
10
月　

�

理
論
修
正
と
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
指
導
案
検

討
、
授
業
公
開

11
月　
　
　

研
究
授
業

12
～
３
月　

�

研
究
の
ま
と
め
、
次

年
度
の
方
向
性

旭
川
市
立
愛
宕
中
学
校

（
研
究
主
題
）

「
学
び
合
う
表
現
力
」
を
は
ぐ
く
む

学
習
指
導
の
在
り
方

～
言
語
活
動
の
充
実
を
目
指
し
て
～

一　

研
究
の
重
点

　

生
徒
同
士
の
豊
か
な「
学
び
合
い
」

を
一
層
深
め
る
た
め
の
教
師
に
よ
る

様
々
な
働
き
か
け
を
工
夫
し
、
効
果

的
な
言
語
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
活

動
を
通
し
て
、
各
教
科
の
特
性
を
生

か
し
た
「
表
現
力
」
を
は
ぐ
く
む
学

習
指
導
の
充
実
を
図
る
。

二　

研
究
の
内
容

○�

生
徒
の
実
態
把
握
に
基
づ
く
指
導

方
法
の
工
夫

○�

問
題
解
決
的
な
学
習
過
程
を
基
盤

と
し
た
授
業
展
開
の
工
夫

○
指
導
に
生
き
る
学
習
評
価
の
工
夫

三　

研
究
計
画

４
～
７
月　

�

新
研
究
主
題
の
提
示

生
徒
理
解
研
に
よ
る

生
徒
の
実
態
把
握
、

各
教
科
の
中
間
報
告

と
全
体
交
流

８
・
９
月　

�

各
教
科
部
会
で
の
結

果
交
流
と
校
内
授
業

参
観
週
間
に
か
か
わ

る
研
修

10
・
11
月　

�

授
業
参
観
週
間
の
実

施
と
校
内
研
究
会
で

の
公
開
授
業

12
～
３
月　

�

本
年
度
の
研
究
と
反

省
、
次
年
度
の
方
向

性



上川教育研修センターだより
（６）

　今年度も管内で多くの研究会が行われます。主に２学期開催が中心となりますが，多くの研究授業や実

践に触れて，校内研修の活発化や指導力の向上にお役立てください。研究会の詳細や申込については，各

校に送付されている要項をご覧になるか，当該校へ直接お問い合わせください。

大　　会　　名 教科等 会　　　　　場 開催期日

全
国

第60回全国へき地教育研究大会北海道大会

兼第60回全道へき地複式教育研究大会上川大会

旭川市立旭川第５小学校

旭川市立桜岡中学校

上川管内７市町村９会場

10月13日（木）

10月14日（金）

全　
　
　

道

第54回北海道中学校長会研究大会旭川大会 旭川市大雪クリスタルホール
９月30日（金）

10月１日（土）

第32回北海道国際理解教育研究大会

上川旭川大会
国際理解教育

旭川藤女子高等学校

旭川藤幼稚園

10月７日（金）

10月８日（土）

第66回北海道算数数学教育研究大会

上川・旭川大会
算数・数学

旭川市立近文小学校

旭川市立永山中学校

旭川市大雪クリスタルホール

10月20日（木）

10月21日（金）

第39回北海道特別活動研究大会上川・旭川大会 特 別 活 動 旭川市立愛宕東小学校 10月28日（金）

第49回北海道小学校家庭科教育研究大会 家　庭　科 旭川市立大町小学校 11月18日（金）

上

川

管

内

・

旭

川

市

内

上教研北部地区研究大会 全教科，領域 名寄市，下川町11会場 10月５日（水）

上教研中部地区研究大会 全教科，領域 東神楽町，東川町，美瑛町８会場 10月６日（木）

上教研南部地区研究大会 全教科，領域 上富良野町，中富良野町８会場 10月４日（火）

知新小実践研究発表会 国語，情緒 旭川市立知新小学校 ７月８日（金）

第44回大有小教育実践研究発表大会 国語・算数 旭川市立大有小学校 ９月16日（金）

東五条小実践研究発表会 道　　　徳 旭川市立東五条小学校 ９月16日（金）

大町小実践研究発表会 算　　　数 旭川市立大町小学校 ９月22日（木）

高台小教育実践発表会 国　　　語 旭川市立高台小学校 10月４日（火）

豊岡小地域公開授業 算　　　数 旭川市立豊岡小学校 11月２日（水）

第19回青雲小教育実践研究発表会 算　　　数 旭川市立青雲小学校 11月２日（水）

春光小公開研究会 道　　　徳 旭川市立春光小学校 11月２日（水）

新町小実践発表会 算　　　数 旭川市立新町小学校 11月10日（木）

「朝日の教育」実践発表会 国　　　語 旭川市立朝日小学校 11月11日（金）

新富小教育実践発表会 国語（説明文）旭川市立新富小学校 11月11日（金）

永山小公開研究会 国　　　語 旭川市立永山小学校 11月17日（木）

神楽小教育実践研究発表会 国　　　語 旭川市立神楽小学校 11月17日（木）

台場小教育実践発表会 生，総，道，特 旭川市立台場小学校 11月18日（金）

北光小実践研究発表会 小学校外国語活動 旭川市立北光小学校 11月18日（金）

東町小「授業を考える会」 算　　　数 旭川市立東町小学校 11月22日（火）

雨紛小地域公開研究会 道　　　徳 旭川市立雨紛小学校 11月22日（火）

日章小実践研究発表会 国　　　語 旭川市立日章小学校 11月25日（金）

旭川小開校120周年記念教育実践発表会 国　　　語 旭川市立旭川小学校 11月25日（金）

研究会のご案内
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校
内
研
修
に

出
前
講
座
の
ご
活
用
を

　

先
生
方
が
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で
受
講
す
る
ス

タ
イ
ル
と
は
違
い
、
出
前
講
座
は
、
直
接
、
要
請
の

あ
っ
た
学
校
に
講
師
が
赴
き
、
九
十
分
程
度
の
講
義

や
演
習
を
行
い
ま
す
。
講
座
内
容
も
、
国
語
や
算
数

な
ど
の
教
科
指
導
を
は
じ
め
、
特
別
支
援
教
育
、
生

徒
指
導
な
ど
、
各
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
師
は
、
小
中
学
校
の
教
職

員
を
は
じ
め
、
大
学
教
授
や
各
教
育
機
関
な
ど
、
深

い
実
践
や
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
方
々
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。

　

出
前
講
座
を
年
間
の
研
修
計
画
に
位
置
付
け
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
急
き
ょ
、
校
内
で
学

習
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
連
絡
を
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。
校
内
で
進
め
て
い
る
研
究
、
校
内
で

学
習
を
深
め
た
い
事
案
な
ど
、
名
案
や
打
開
策
が
見

つ
か
る
よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

演　題

「モンスターペアレンツ論を超えて
　～保護者と向き合う気持ちと

教職員の共同性」
期　日　９月６日（火）
　　　　受付 13：00 ～
　　　　講演 13：30 ～

会　場　上川教育研修センター

講　師　小野田　正利 氏

〈講師略歴〉
　専門は教育制度学、学校経営学。フランスの教
育制度に関する「教育参加と民主制」の研究で，
日本教育経営学会賞（1997年）を受賞している。
　「学校現場に元気と活力を！」をスローガンと
して，現場に密着した研究活動を展開。モンスター
ペアレント、学校への親のイチャモンなど，学校
現場で深刻な問題を取り上げ，多くの共感を呼ん
でいる。

真
実
は
現
場
に
～
「
地
を
は
う
」
活
動

　

比
較
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
と
教
育
の

研
究
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
や
り
つ
つ
、
日
本
の
学

校
と
教
職
員
の

”
等
身
大
の
姿

“
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い

ま
す
。『
片
小
ナ
ビ
～
保
護
者
の
た
め
の
片
山

小
学
校
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
づ
く
り
、
学
校
讃
歌

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
、
イ
チ
ャ
モ

ン
の
研
究
な
ど
、
阪
大
の
教
育
制
度
学
研
究
室

は
、「
ど
ろ
を
さ
ら
い
、
地
を
は
う
路
線
」
を

追
求
し
て
い
ま
す
。

（
本
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
よ
り
抜
粋
）

　

保
護
者
と
の
対
応
で
不
安
を
感
じ
た
。
円
滑

で
温
和
な
信
頼
関
係
を
築
き
た
い
。
と
思
う
先

生
方
の
心
に
響
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
講
演

会
で
す
。保
護
者
か
ら
の
苦
情
へ
の
対
応
か
ら
、

「
子
供
の
た
め
に
手
を
つ
な
ぐ
」
方
策
や
打
開

策
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主な著書
『教育参加と民主制
　―フランスにおける教育審議機関に

関する研究』　　　　風間書房，1996年
『悲鳴をあげる学校
　―親の“イチャモン”から“結びあい”へ』

旬報社，2006年
『親はモンスターじゃない !
　―イチャモンはつながるチャンスだ』

学事出版，2008年
『イチャモン研究会
　―学校と保護者のいい関係づくりへ』

ミネルヴァ書房，2009年
『イチャモンどんとこい！
～保護者といい関係をつくるための

ワークショップ』　　�学事出版，2009年
『ストップ！自子チュー
　～親と教師がつながる』　�旬報社，2010年

教育学博士

　大阪大学　人間科学研究科

教授　小野田　正利 氏

こんな場面はありませんか？
・校内での研究が思うように進まない。
・新しい指導法や指導の工夫を見出したい。
・研修センターの研究について説明してほしい。
・子供や保護者への対応で行き詰まっている。
・実技などの指導方法をさらに増やしたい。

↓

出前講座の出番です
　目標や課題，そして，次のステップが見え
てきます。そして，校内研修全体のレベル
アップが期待できます。

資
料
室
も
あ
り
ま
す

　

セ
ン
タ
ー
三
階
の
図
書
室
に
は
全
国
の
研
究
所
や

研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
届
く
研
究
紀
要
が
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
階
第
二
研
修
室
に
は
、
過
去
の

研
修
講
座
の
資
料
が
講
座
ご
と
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
師
が
何
度
も
打
合
せ
を
重
ね
て
作
り
上
げ
た

講
義
・
演
習
資
料
、
そ
し
て
、
学
習
指
導
案
を
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

講
話
の
中
で
外
国
語
活
動
の
在
り
方

を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
紹
介
で
は
、
わ
か

り
や
す
く
、
楽
し
く
、
実
践
的
な
も
の

ば
か
り
で
、
子
供
達
の
意
欲
を
か
き
た

て
る
活
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
名
寄
市
立
名
寄
東
小
学
校　

大
島　

慎
吾
）

さまざまなアクティビティ
の紹介・演習

校内研修の中で講師による説明を受
けている様子

出前講座「小学校外国語活動」　名寄東小　 5/23

教育講演会のご案内
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旭
川
市
教
育
委
員
会

　

教
育
指
導
課
主
査

青　

山　

天　

生

　

　

中
学
校
社
会
科
公
民
的
分
野
の
授
業
「
現

代
日
本
の
あ
ゆ
み
と
私
た
ち
の
生
活
」
を
参

観
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
習
課
題
は
「
現
代
社
会
の
特
色
を
追
究

し
、
時
代
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
明

ら
か
に
し
よ
う
。」、
単
元
構
成
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①�

自
分
が
生
ま
れ
た
頃
や
保
護
者
が
生
ま
れ

た
頃
と
現
在
と
を
比
べ
て
、
変
化
し
て
き

た
こ
と
は
何
か
予
想
を
立
て
る
。

②�

予
想
を
発
表
し
、
共
通
点
を
見
出
し
て
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
う
。

③�

各
追
究
グ
ル
ー
プ
で
自
己
課
題
を
設
定

し
、
調
べ
活
動
を
行
う
。

④�

各
グ
ル
ー
プ
で
討
論
を
行
い
、
現
代
社
会

を
映
す
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ
く
る
。

⑤�

全
体
で
発
表
会
を
行
い
、
ど
の
グ
ル
ー
プ

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
現
代
社
会
の
特

色
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
か
討
論
す
る
。

⑥
学
習
成
果
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

　

参
観
し
た
の
は
⑤
の
場
面
で
し
た
。
あ
る

グ
ル
ー
プ
代
表
の
生
徒
が
発
表
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
が
考
え
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

『
今
、
時
代
は
国
際
化
～
あ
な
た
な
し
で
は

生
き
ら
れ
な
い
～
』
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
グ

ラ
フ
に
示
し
た
よ
う
に
在
日
外
国
人
や
海
外

へ
の
渡
航
者
な
ど
人
的
交
流
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、
旭
川
で
も

外
国
人
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

し
、
私
の
い
と
こ
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
父
親
は
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
我
が

国
で
は
外
国
と
の
か
か
わ
り
な
し
に
は
生
き

ら
れ
な
い
国
際
化
が
一
層
進
ん
で
い
る
と
考

え
ま
し
た
。」
す
か
さ
ず
質
問
で
す
。「
そ
れ

だ
け
で
国
際
化
だ
と
言
え
る
の
？
ほ
か
に
は

な
い
の
？
」
す
る
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
生
徒

が
、
我
が
国
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
海
外

依
存
や
国
際
貢
献
の
現
状
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
グ
ル
ー
プ
も
「
情
報

化
と
技
術
革
新
の
グ
ル
ー
プ
の
発
表
内
容
に

つ
な
が
る
と
思
う
け
ど
…
。」
と
手
元
の
資

料
を
片
手
に
自
信
を
も
っ
て
発
表
し
、
白
熱

し
た
討
論
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

社
会
科
が
重
視
し
て
い
る
の
は
、
協
働
思

考
を
伴
う
問
題
解
決
で
す
。
空
理
空
論
の
飛

び
交
う
言
葉
遊
び
で
は
な
く
、
根
拠
と
解
釈

で
説
得
・
納
得
し
合
い
、
さ
ら
に
新
し
い
根

拠
を
手
に
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
学
び
で

す
。
研
究
協
議
で
は
、
授
業
の
事
実
を
根
拠

に
し
な
が
ら
、手
法
の
有
効
性
は
も
と
よ
り
、

学
習
目
標
の
妥
当
性
に
つ
い
て
侃
々
諤
々
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

心
に
残
る
授
業

そ
の


研
究
事
業
部
長
　
玉
井
　
一
行

（
旭
川
市
立
新
富
小
）

　

広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
、
分
か
り
や
す
く
役
に
立

つ
研
究
を
目
指
し
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
　
　　

伊
藤
　
文
江

（
旭
川
市
立
聖
園
中
）

　

実
り
多
い
講
座
と
な
り
ま

す
よ
う
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
精
一
杯
努
力
い
た
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
　
　　

吉
野
　
法
行

（
旭
川
市
立
光
陽
中
）

　

Ｐ
Ｃ
実
技
講
座
を
主
に
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
常
に
生
か
せ
る
講
座
に
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
員
　
　
　
北
川
　
真
美

（
旭
川
市
立
神
楽
小
）

　

出
会
い
を
大
切
に
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一

杯
研
究
に
努
力
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
員
　
　　

小
野
　
義
幸

（
東
神
楽
町
立
東
聖
小
）

　

上
川
の
教
育
推
進
を
目
標

に
各
学
校
の
研
究
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
微
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退　

任��　
　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

○
前
研
究
事
業
部
長　
　

樋
　
口
　
雅
　
裕

（
旭
川
市
立
緑
新
小
）

○
前
指
導
員　
　
　
　
　

宮
　

　
　
　
智

　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
市
立
東
光
中
）

○
前
指
導
員　
　
　
　
　

山
　
口
　
有
　
士

　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
市
立
春
光
小
）

○
前
研
究
員　
　
　
　
　

長
　
瀬
　
剛
　
仁

　
　
　
　
　
　

（
旭
川
市
立
近
文
小
）

○
前
研
究
員　
　
　
　
　

善
　
方
　
　
　
幸

　
　
　
　

（
当
麻
町
立
当
麻
小
）

人 

事 

短 

信

　
平
成
二
十
三
年
度
就
任
・
退
任
研
修
セ
ン

タ
ー
所
員
を
紹
介
し
ま
す
。

就　

任
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　おかげさま

で，皆様に愛

され続け，毎

年千人を超え

る受講者が集

う研修センター。今回は，当

研修センターにかかわる質問

に，山下副所長が優しくお答

えします。どうぞ，センター

へのご理解をより一層深め，

有効にご活用ください。

　いつ開所しましたか？

　上川管内教職員の資質向上を
図るために，昭和42年に発起人
会が発足したのが始まりです。
その後，建設用地として昭和46
年に今の場所（旧西高跡地）が
内定し，昭和48年７月に道内４
番目となる教育研修センターが
誕生しました。

　研修センターは，どのように
運営されていますか？

　例年，センターだよりにも掲
載しておりますが，「上川教育
研修センター組合」という組織
があります。上川管内各市町村
長，教育委員会，議会などから
なり，組合長は西川将人旭川市
長です。研修センターの運営改
善をねらいとして，センター運
営協議会も開かれています。

　研修センターには何人
勤務していますか？

　玄関右手にある事務室には，
事務部長，副所長，事務係２名
の４名が常駐しています。ま
た，玄関左手には所長室があり
ます。指導員４名と研究部長お
よび研究員６名は，通常は小中
学校に勤務しながら，研究・研
修事業に携わっています。

　研修センターの施設に
ついて教えてください。

　開所当時は，遠方からの受講
者のために宿泊施設を10部屋設
けていました。当時は，夜間も
研修に勤しんでいたようです。
現在も３階に６部屋あります
が，観光や出張で訪れる方の利
用が多いようです。
　先生方の宿泊，大歓迎です。

　夏休みや冬休みに講座は
ありますか？

　講座終了後にご回答いただく
アンケートから，長期休業での
講座開催の要望が多いことがわ
かりました。そのため，各教科
指導の研修講座の開催時期を主
に夏期休業中に設定していま
す。複数受講など，集中的に研
修に励むことも可能です。

　ときどき駐車場にとめられ
ないときがあります。

　みなさんの研修センターなの
ですが，一般の方や企業の方々
も会議等で利用しています。今
の駐車スペースでは50台が限界
です。入口に赤いコーンが並ん
でいましたら満車です。申し訳
ありませんが，近隣の駐車場を
ご利用いただくか，徒歩での来
所をお願いいたします。

　資料室にはどんな書籍が
ありますか？

　３階に図書室があります。道
内外の研究所刊行物や過去の研
究会資料が所せましと並んでい
ます。また，１階第２研修室に
は，過去の研修講座の資料があ
ります。指導案等，たいへん参
考になりますのでご活用くださ
い。

　いろいろな教科の研究授業を
参観したいと思っています。

　教科指導をはじめ，道徳，特
活など，ほとんどの講座に研究
授業の参観が盛り込まれていま
す。講師の先生方が作り上げた
指導案もあれば，講座の１日目
に指導案を作る場合もありま
す。また，「研究会のご案内」
のように，多くの小中学校で研
究授業が公開されます。ぜひ，
ご参加ください。

　過去にどんな講座が
ありましたか？

　教科指導については，開所当
時から38年間途絶えることなく
研修講座が行われています。中
には時代を反映した講座もあ
り，下記のような講座も行われ
ていました。
　幼稚園教育（Ｓ49），水泳実
技（Ｓ51），性教育研究（Ｓ
52），就学指導検査実技（Ｓ
54），視聴覚機器利用（Ｓ55），
英語ＬＬ学習指導法（Ｓ56）

　年間どのくらいの講座を
開催していますか？

　今年度は，34の研修講座にパ
ソコン講座（６）と出前講座を
行います。開所当時は32講座あ
りました。昭和52年の24講座と
少ない時もあれば，平成16年の
48講座という時もあります。い
つの時代も学校や教師のニーズ
に応じた講座開催に努力してい
ます。

Ｑ１Ｑ１

Ｑ２Ｑ２

Ｑ４Ｑ４

Ｑ10Ｑ10Ｑ９Ｑ９

Ｑ８Ｑ８

Ｑ７Ｑ７

Ｑ６Ｑ６ Ｑ５Ｑ５

あれこれＱ＆Ａ
Ｑ３Ｑ３

上川教育
研修センター
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上
川
教
育
研
修
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ン
タ
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旭
川
市
六
条
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四
丁
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電
話
（
〇
一
六
六
）
二
四

－

二
五
〇
一

責
任
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澤　

政　

義

印
刷
所　
　

東
信
印
刷
株
式
会
社

※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ギャラリー闡（セン）ご利用ください
　研修センター１階奥の第２研修室の壁面をギャラリー（作品等展示場）として開放
しています。研修センターには，毎日，一般の人も含めて多くの方々が訪れておりま
す。ぜひ，実践発表の場として活用してみてはいかがでしょうか。

～ たとえば ～

・ご自身の実践（写真，絵画，書など）　・学級や学校での実践（作品，研究など）
・研究サークルの実践公開の場　・�上川管内の学校，教職員に広く発信したいもの

　　お気軽にお問い合わせください。

「書に親しもう」講座で書いた作品コンクールで受賞した優れた作品

夏季休業中に開催する研修講座
　４月から受講者を募っておりますが，随時申込を受け付けております。講座によっては大幅に予定人数

を超えているものもありますので，希望される場合は研修センターにご連絡ください。

　上川管内・旭川市内の小中学校で活躍されている先生や大学教授の方々が講師となり，実践に役立つ理

論や指導法について講義が行われます。これらの講座をもとにして，２学期は小中学校で研究授業が行わ

れます。
TEL 0166-24-2501

開催期日 研修講座名 会　　　場 備　　　考

７月25日（月） 国語科指導 研修センター ２回目９月２日（金）

７月26日（火） 社会科指導 研修センター ２回目８月31日（水）

７月27日（水） 算数・数学科指導 研修センター ２回目９月７日（水）

７月28日（木） 理科指導 研修センター ２回目９月７日（水）

７月29日（金） 外国語科（英語）指導 研修センター ２回目９月８日（木）

８月１日（月） 技術・家庭科実技 旭川市立光陽中学校

８月１日（月） 体育科実技 旭川市立北星中学校

８月３日（水） 国際理解教育 研修センター

８月３日（水） 道徳教育 研修センター ２回目９月28日（水）

８月４日（木） 図工・美術科実技 旭川市立東光中学校

８月４日（木） 生徒指導 研修センター ２回目９月29日（木）

～夏休み終了直後に行われる研修講座～

８月24日（水） 音楽科実技 旭川市立西御料地小学校

８月24日（水） 書写実技 旭川市立永山南小学校


